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立学校教職員は27年に厚生
ーする
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共済年金が保有する積立金σ
合するが、残り22.7兆円は公j
言動主誕百(;"i戸圃圃圃園田r
遺族共済年金を受給してい
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共済年金が創設される前の
人について、受給中の年金密
金に投入されている税明源G

外
務
省
と
国
土
交
通
省
は
3

月
初
日
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所
管
す

る
独
立
行
政
法
人
「
国
際
交
流

基
金
」
と
「
国
際
観
光
振
興
機

構
(
通
称
・
日
本
政
府
観
光

局
)
」
の
2
機
関
に
つ
い
て
、

「
統
合
あ
る
い
は
連
携
強
化
」

国
交
政
務
官
ら
が
メ
ン
バ
ー

だ。
国
際
交
流
基
金
は
、
海
外
で

の
日
本
語
教
育
を
は
じ
め
、
日

本
研
究
の
促
進
や
文
化
芸
術
の

交
流
事
業
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、
日
本
の
政
策
研
究
の
支
援

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
一

方
、
国
際
観
光
振
興
機
構
は
、

海
外
で
の
日
本
観
光
の
宣
伝

ゃ
、
外
国
人
の
日
本
観
光
の
振

興
事
業
な
ど
を
行
い
、
民
間
企

業
と
も
連
携
し
て
い
る
。

野
田
政
権
の
行
革
の
一
環
と

し
て
、
両
組
織
の
「
統
合
」
案

が
正
式
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
今
年
1
月
の

議
決
定
か
ら
だ
。
だ
が
、
こ

動
き
に
、
国
際
関
係
に
携
わ

内
外
の
識
者
な
ど
か
ら
日
本

府
に
対
し
、
強
い
疑
問
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

最
大
の
理
由
は
、
「
文
化
交

流
外
交
と
は
、
利
潤
を
追
求
す

論
一
占
山
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広Z
瀬せ

い
ち
ろ
う

一
郎
氏

多
摩
大
教
授
、
ス
ポ
ー
ツ
総
合
研
究
所
所

長
。
元
J
リ
l
グ
経

営
諮
問
委
員
会
委

員
。
近
著
は
『
サ
ッ

カ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
基

礎
知
識
』

om歳。

Jリーグのこれから

な
こ
と
で
は
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
何
年
に
叩
ク

ラ
ブ
で
ス
タ
ー
ト
し
た
ク
ラ
ブ

の
数
は
毎
年
増
え
て
、

J
2リ

ー
グ
に
町
田
、
松
本
が
加
わ
っ

た
今
季
は
つ
い
に
判
ク
ラ
ブ
と

な
っ
た
。
現
実
は
、
全
体
の
収

入
の
パ
イ
が
拡
大
し
て
い
な
い

の
に
、
ク
ラ
ブ
数
が
増
え
て
い

る
構
図
で
、
ー
ク
ラ
ブ
あ
た
り

つ
の
観
点
で
一
定
の
基
準
を
ク

リ
ア
し
た
上
位
8
ク
ラ
ブ
を
J

リ
l
グ
か
ら
選
び
、
そ
こ
に
隣

国
の
韓
国
の
プ
ロ
リ
l
グ
で
あ

る
K
リ
l
グ
と
中
国
の
C
リ
ー

グ
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
観

点
で

4
ク
ラ
ブ
を
選
ぶ
。
合
計

同
ク
ラ
ブ
か
ら
な
る
新
リ
l
グ

を
創
設
す
る
と
い
う
も
の
で
、

市
場
を
東
ア
ジ
ア
全
体
に
広
げ

日
中
韓
連
携
新
リ
i
グ
ぞ

ズ
ン
か
ら
4
季
連
続
で
減
少
し

て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
叩
年

の
J
リ
l
グ
の
観
客
の
平
均
年

齢
が
約
ぬ
歳
だ
っ
た
こ
と
だ
。

こ
れ
は
、
リ
ー
グ
創
設
直
後
の

ブ
l
ム
を
形
成
し
た
フ
ァ
ン
は

残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
新

し
い
顧
客
の
獲
得
が
う
ま
く
行

っ
て
い
な
い
と
推
定
出
来
る
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
が
ま
す
ま
す
進
む
中
、

観
客
数
を
増
や
す
こ
と
は
簡
単

の
事
業
収
入
が
縮
小
す
る
こ
と

は
簡
単
な
理
屈
だ
。

現
在
の
日
本
国
内
の
厳
し
い

環
境
の
下
、
国
内
だ
け
に
目
を

向
け
て
事
業
を
拡
大
す
る
と
い

う
展
開
は
困
難
だ
と
思
う
。

そ
こ
で
、
私
は
J
リ
l
グ
発

展
の
一
つ
の
私
案
と
し
て
、
日

本
、
中
園
、
韓
国
が
連
携
す
る

「
東
ア
ジ
ア
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー

グ
構
想
」
を
提
示
し
た
い
。
「実

力
」
「
人
気
」
「
財
務
」
の
一
一
一

る
発
想
だ
。

ア
ジ
ア
サ
ッ
カ
ー
連
盟
が
主

催
す
る
現
在
の
ア
ジ
ア
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
ズ
リ
l
グ

(
A
C
L
)

の
商
品
価
値
が
高
く
な
い
の

は
、
ク
ラ
ブ
の
移
動
距
離
が
長

い
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
地
理

的
に
近
接
す
る
日
韓
中
で
新
リ

ー
グ
を
形
成
し
た
方
が
マ
ー
ケ

ッ
ト
や
メ
デ
ィ
ア
的
に
も
事
業

性
が
高
く
な
る
と
思
う
。

中
国
の
資
本
も
一
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
。

6
5
7年
ほ
ど

前
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
プ
レ

ミ
ア
リ
l
グ
の
ク
ラ
ブ
に
中
国

人
選
手
が
在
籍
し
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
中
国
で
の
プ
レ
ミ
ア
リ

ー
グ
の
人
気
が
高
ま
り
、
一
流

ク
ラ
ブ
の
売
り
上
げ
に
占
め
る

中
国
市
場
は
無
視
出
来
な
い
ほ

ど
大
き
く
な
っ
た
。

中
国
の
ク
ラ
ブ
も
加
わ
る
こ

と
で
、

J
リ
l
グ
が
中
国
市
場

を
舞
台
に
事
業
を
拡
大
出
来
る

可
能
性
は
大
き
く
広
が
る
は
ず

だ
。
た
だ
、

C
リ
l
グ
も
K
リ

ー
グ
も
、
八
百
長
な
ど
が
横
行

し
問
題
点
が
多
い
。
そ
こ
は
運

営
能
力
に
秀
で
て
い
る
J
リ
ー

グ
が
「
救
い
の
手
」
を
さ
し
の

べ
る
格
好
で
、
日
中
韓
の
サ
ッ

カ
ー
が
よ
り
よ
い
形
で
協
力
発

展
す
る
形
に
な
れ
ば
い
い
。

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界

で
は
「
現
状
維
持
は
衰
退
へ
の

一
歩
」
だ
。
今
こ
そ
、
大
局
的

な
視
点
に
立
っ
た
何
ら
か
の
戦

略
を
提
示
し
て
ほ
し
い
。

1
9
9
3年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

-
J
リ
l
グ

は
今
年
却
年
目
の
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
た
。
圏
内
の
サ
ッ
カ
ー
人
気
向
上

や
日
本
代
表
の
国
際
舞
台
で
の

活
躍
な
ど
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
全

体
に
J
リ
ー
グ
が
貢
献
し
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、

近
年
は
リ
l
グ
の
観
客
数
が
伸

び
悩
み
、
テ
レ
ビ
視
聴
率
も
低

反
一
下
、
さ
ら
に
景
気
低
迷
に
よ
る

は
一
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
減
少
な

l
一
ど
、
課
題
も
少
な
く
な
い
0

・

一

節
目
の
年
を
機
会
に
、

J
リ

E
一
1
グ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
改

望

一
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で

・

一
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一

J
1リ
l
グ
の
1
試
合
平
均

日

一
入
場
者
数
は
2
0
0
8年
シ
l

「ソ

か
め
ら

千
葉
大
出

中
村
部
削

.
上
野
仏

エ
ド
ヒ
判

こ
と
を
書

植
物
漕

の
中
村
さ

に
謎
の
珪

シ
ノ
を
調

「
父
親
け

ク
ラ
」
ル

説
を
、
諸

A
の
分
軒

た
。
で
け

ど
こ
で
止

上野ハ仰

の
近
く
γ

と
い
う
口
一

外
見
が
リ

い
る
」
。

判
定
の
日

配
列
を
調

ヨ
シ
ノ
爪

と
い
う
、

中
村


